
FloTrac Sensor
最適な血行動態評価の先に



フロートラック センサーで循環動態を最適化
動脈圧波形情報に基づいて、心拍出量をはじめとする各種パラメータを連続的に測定

フロートラック センサー

フロートラック センサーで得られる循環動態パラメータ

BP* 血圧 (Blood Pressure)
収縮期血圧 、拡張期血圧、平均血圧の3種を表示

PR* 脈拍数 (Pulse Rate)

CO 心拍出量 (Cardiac Output)
心臓が1分間に送り出す血液の量 （一回拍出量×心拍数）

CI 心係数 (Cardiac Index)
心拍出量÷体表面積で算出する値

SV 一回拍出量  (Stroke Volume)
心室が一回の収縮で拍出する量

SVI 一回拍出量係数  (Stroke Volume Index)
一回拍出量÷体表面積で算出する値

SVV 一回拍出量変化  (Stroke Volume Variation)
一回拍出量の呼吸性変動を変化率（％）で表した値

SVR 体血管抵抗  (Systemic Vascular Resistance)
左室の拍出に対する抵抗 

SVRI 体血管抵抗係数 (Systemic Vascular Resistance Index)
体血管抵抗算出時、心拍出量の代わりに心係数を使用したもの

*ＥＶ１０００ クリティカルケアモニターで測定可

  低侵襲かつ簡便
● 血圧モニタリングシステムと同じ手順でセットアップ
● 動脈留置カテーテルに接続して使用
● 使用に際し、指示液（冷水など）や指示薬（色素）の投与によるキャリブレーションは不要

フロートラック センサーの心拍出量算出アルゴリズム

※1 血圧データの標準偏差
一回拍出量は脈圧と相関するという生理学的原則を基本に、脈圧の特性を評価する
方法として信頼できる血圧データ（20秒間2000データポイント）の標準偏差を利用

※2 補正係数 χ（カイ）
 生体情報から推定した患者毎の特性、動脈圧データや波形を統計学的に解析する
ことで得た各種変数により算出した、血管の緊張度や抵抗の変化を補正する係数
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  進化を続けるアルゴリズム
● パラメータを20秒ごとに更新
● 20秒間に6拍までの期外収縮を除外して一回拍出量変化を補正
● 血管抵抗の低下を伴うハイパーダイナミック時の心拍出量算出補正アルゴリズムを搭載
●血管収縮薬投与によるバスキュラートーンの急激な変化に対する心拍出量算出補正アルゴリズムを搭載



最適な循環・輸液管理のために
輸液反応性（前負荷反応性）を評価する

  SVまたはCOとSVVを用いた循環・輸液管理プロトコルの一例
SVVは10～15％を超える場合、高い確率で輸液反応性（前負荷反応性）があり、輸液の適応が示唆されます8,9。
一方、10％以下の場合は輸液反応性（前負荷反応性）は低くなります。この場合、SVやCOを改善させるために循環作動薬や血管
作動薬など、輸液以外の方法を検討する必要があります。
SVやCOとSVVを組み合わせた様々な治療プロトコルが手術患者などの患者予後改善に貢献しています6,7。
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  輸液反応性（前負荷反応性）の評価方法

1. 一回拍出量変化 （Stroke Volume Variation, SVV）

SVVのメカニズム（人工呼吸器時）と算出式

人工呼吸器による陽圧換気下では吸気終末期に左室のSVが最大になり、
呼気終末期に最小になります。この変化率を数値化したものが SVV です1,2。SVV ＝ ×100（％）
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輸液反応性（fluid responsiveness）または前負荷反応性（preload responsiveness）は、
輸液または下肢挙上や血管収縮薬、フルイドチャレンジなどによって静脈還流量が増加し、
一回拍出量（stroke volume, SV）や心拍出量（cardiac output, CO）が増加するかどうかを予測する指標で1-5、
周術期や重症患者の適切な循環・輸液管理に使用できます6,7。

2. 下肢挙上3 3. フルイドチャレンジ4／
　   ミニフルイドチャレンジ5

体位を変えてSVの増加率を評価
10％以上の増加で反応性あり
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輸液　100mL／1分以上かけて投与
反応性あり：SVやCOが6-7％以上増加
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フルイドチャレンジ
輸液　250mL／5分以上かけて投与
反応性あり：SVやCOが10-15％以上増加
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スペック
品番 ライン長 サンプリングサイト 採血リザーバー
MHD6S 152cm　 三方活栓 2個 無
MHD8S 213cm　 三方活栓 2個 無
MHD6AZA 152cm　 三方活栓 1個 、Zサイト（閉鎖式） 1個 VAMP採血リザーバー
MHD65 152cm　 三方活栓 1個 無
MHD85 213cm　 三方活栓 1個 無
MHD150P 150cm　 三方活栓付プラネクタ 1個、三方活栓 1個 オフラインリザーバー
MHD180P 180cm　 三方活栓付プラネクタ 1個 オフラインリザーバー 

販売単位：5個、MHD6AZAのみ1個
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特定保険医療材料 告示名：006 体外式連続心拍出量測定用センサー
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＊オフラインリザーバーは
  アクセサリーとして同梱
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